
令和年月日 月曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

二
一
九

令
和
六
年
度
に
お
け
る
労
働

保
険
事
務
組
合
に
対
す
る
報

奨
金
の
交
付
の
要
件
に
係
る

算
定
の
基
準
と
な
る
日
の
延

長
期
日
を
定
め
る
件

一
四

五

二
二
〇

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医

療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及

び
一
般
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
七

五

二
二
一

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
認
定
機
関
が
認
定

す
る
専
門
医
の
資
格
及
び
児

童
福
祉
法
施
行
規
則
第
七
条

の
十
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
認
定
機
関
が
認
定
す
る
専

門
医
の
資
格
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示

一
七
145
三
〇

二
二
二

生
活
保
護
法
施
行
規
則
第
十

八
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
算

定
方
法
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
八

三

二
二
三

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
登
録
試
験
検
査
機
関

の
登
録
事
項
を
変
更
し
た
旨

の
届
出
が
あ
っ
た
旨
を
公
示

す
る
件

二
〇

二

二
二
四

確
定
拠
出
年
金
に
お
け
る
他

制
度
掛
金
相
当
額
及
び
共
済

掛
金
相
当
額
の
算
定
に
関
す

る
省
令
第
七
条
及
び
第
十
条

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
他
制
度
掛
金

相
当
額
及
び
共
済
掛
金
相
当

額

二
一

四

二
二
五

雇
用
保
険
法
附
則
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
四

三

二
二
六

生
物
学
的
製
剤
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
四
150

三

二
二
七

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
検
定
を
要
す
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
等
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
四
150

六

二
二
八

医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
医

薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
四
150

八

二
二
九

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
四
150

八

二
三
〇

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

生
物
由
来
製
品
及
び
特
定
生

物
由
来
製
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
四
150
一
〇

二
三
一

戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進

に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
が

あ
っ
た
件

二
六

三

二
三
二

補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得

し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た

財
産
の
処
分
制
限
期
間
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六
152

二
三
三

労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七

条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名
称

を
公
表
す
る
件

二
七
154
四
五

二
三
四

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
三

十
八
条
の
七
か
ら
第
三
十
八

条
の
九
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
休
業
補
償
の
額
の
算
定

に
当
た
り
用
い
る
率
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
七
154
五
一

二
三
五

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
七

十
六
条
の
六
の
二
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
製
造
等
を
広

域
的
に
禁
止
す
る
指
定
薬
物

等
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
物
品

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
八
155

二
三
六

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養

並
び
に
施
設
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
八
155

二
三
七

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の

権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
第
三
条
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
同
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
満
了
日
の
延
長
に

関
し
当
該
延
長
後
の
満
了
日

を
令
和
六
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
延
長
す
る
措
置
を
指

定
す
る
件

二
八
155

二
三
八

日
本
薬
局
方
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
八
155

二
三
九

国
立
感
染
症
研
究
所
製
品
交

付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
八
155

〇
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

一

鉱
工
業
品
及
び
そ
の
加
工
技

術
並
び
に
電
磁
的
記
録
に
係

る
日
本
産
業
規
格
へ
の
適
合

性
に
関
す
る
認
証
の
業
務
に

従
事
す
る
者
の
講
習
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
八
155

〇
農
林
水
産
省

一
〇
八
一

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令

第
十
七
条
第
二
項
第
四
号

及
び
第
三
十
九
条
の
二
十

六
第
二
項
第
四
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大

臣
が
認
定
す
る
市
場
と
し

て
認
定
し
た
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三

三

一
〇
八
二

種
苗
法
第
十
八
条
第
一
項

及
び
第
二
十
一
条
の
二
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
品

種
登
録
及
び
届
出
に
係
る

事
項
を
公
示
す
る
件

三
133
一
二

一
〇
八
三

一
〇
九
〇

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

四

二

一
〇
九
一

一
〇
九
二

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す

る
件

四

三

一
〇
九
三

一
〇
九
五

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

四

三

一
〇
九
六

農
業
の
担
い
手
に
対
す
る

経
営
安
定
の
た
め
の
交
付

金
の
交
付
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
九
条
第
一
項

の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

象
農
産
物
の
単
位
面
積
当

た
り
の
収
入
額
等
を
定
め

る
件

四

四

一
〇
九
七

農
業
の
担
い
手
に
対
す
る

経
営
安
定
の
た
め
の
交
付

金
の
交
付
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
十
条
第
一
項

の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

象
農
産
物
の
単
位
面
積
当

た
り
の
標
準
的
な
収
入
額

を
定
め
る
件

四

四

一
〇
九
八

漁
業
法
第
百
七
十
二
条
第

三
項
た
だ
し
書
の
特
定
の

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

の
委
員
の
定
数
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

四

四

一
〇
九
九

資
源
管
理
基
本
方
針
の
一

部
を
変
更
す
る
告
示

四
134

二

一
一
〇
〇

特
定
水
産
資
源
（
ま
さ
ば

及
び
ご
ま
さ
ば
太
平
洋
系

群
、
ま
さ
ば
対
馬
暖
流
系

群
及
び
ご
ま
さ
ば
東
シ
ナ

海
系
群
、
ず
わ
い
が
に
太

平
洋
北
部
系
群
、
ず
わ
い

が
に
日
本
海
系
群
Ａ
海

域
、
ず
わ
い
が
に
日
本
海

系
群
Ｂ
海
域
、
ず
わ
い
が

に
北
海
道
西
部
系
群
、
ず

わ
い
が
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

南
部
、
ま
だ
ら
本
州
太
平

洋
北
部
系
群
、
ま
だ
ら
本

州
日
本
海
北
部
系
群
、
ま

だ
ら
北
海
道
太
平
洋
並
び

に
ま
だ
ら
北
海
道
日
本

海
）
に
関
す
る
令
和
六
管

理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法

第
十
五
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
数
量
を
公
表
す
る

件

四
134
一
九
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